
 医療法人  達磨会 

第 2回 「加古川くすのき苑」 共同生活援助 地域連携推進会議 議事録 

会議名 第 2回 「加古川くすのき苑」 共同生活援助 地域連携推進会議 

日時 令和 8 年 5 月 11 日（月）13 時 30 分 ～14 時 30 分 

場所 グループホーム 加古川くすのき苑 

参加者 地域の関係者 2名、入居者 1名、入居者家族 1名、事業所職員 4名 

内容 

【目的】 

① 入居者と地域との関係づくり 

② 地域の方へ施設や入居者に関する理解を深める 

③ 障害サービスの透明性と質の確保 

④ 入居者の権利擁護 

 

【施設見学】 

食堂、浴室、玄関、居室を見学して回った。 

 

【地域からの要望・苦情・地域行事への参加】 

・そもそも GHのことを知らない地域住民も多く、苦情は特にない。 

・高齢者を対象とする介護施設に比べ、障害者の事業所は十分に浸透していない。介 

護施設の関係者が合同で連絡会を開催してパンフレットの配布等を行っているよ 

うに、障害者の領域においても地域の人を巻き込んで啓発活動を行ってみてはどう 

だろうか。 

・地域からの要望：GHの前の道路は通学路となっているため、学生の登下校に支障が 

出ないよう配慮してほしい。 

・地域行事としては、現在地域全体の清掃活動や遊歩道の草刈り、農園の手伝いなど 

がある。夏のお盆過ぎに行われている盆踊りについては、役員が高齢になってきて 

いることもあり、コロナ渦以降簡素化されていて、公民館で模擬店を開催するに留 

まっている。 

・防災活動や農園の手伝いなどにおいて地域連携を行い、GHや障害者について知っ 

てもらう機会を作っていきたい。特に、農園の手伝いについては、GHの入居者がボ 

ランティアとして地域と繋がりを持てたり農業の経験を得られたりすると同時に、 

手伝ってもらった側のニーズも満たせるような丁度よいバランスで行うことがで 

きると良いのではないだろうか。 

 

【虐待・ヒヤリハットについて】 

・虐待について…事業所内で定期的に研修を行っている。 

・ヒヤリハットについて…GH居住者の転倒があった際、事業所として適切対応した。 
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【利用者による日常生活の説明】 

・入居開始は 15年ほど前。 

・通院は 2か月に 1回。服薬管理も自分でできている。 

・生活はいい感じ。自転車で通勤しているため、夏場暑くなると困る。 

・自分のことを全部自分でするのは不安なため、一人暮らしではなく、GHでほかの入 

居者と助け合いながら暮らしていきたい。 

・火事など大変なことが起こってしまったときのことを考えると一人暮らしは不安。 

・市内の作業所（GHから自転車で 40分）に週 5回通い、デイサービスや市役所に提 

供する弁当を作っている。洗い場や調理、盛り付けを担当している。 

・休日は買い物に行ったり自室の掃除をしたりしている。 

・土日祝の夕食は入居者 4人でひとつのグループになって作っている。夕食づくりに 

おける買い物などの役割分担は自然発生的に定まっていった。 

・グループでの夕食づくりでは、メンバー間で適性や能力を補い合うことができてお 

り、かつ、節約にもなっている。 

・朝食や昼食は各自で準備。 

 

【利用者への質問】 

・認知症の方の GHとの違いは？→基本的に自立しているものの一人暮らしには不安 

があるという人が対象であり、世話人が 24時間つきっきりでお世話をするわけで 

はない。集団住宅ではあるが、入居者は個々でしっかりと生活している。 

・外部からの出入りに対する対応は？→管理人が厳重に管理しており、記名や検温を 

実施している。 

・入居者同士のもめごとが起こった際は職員が仲裁に入るのか？→もめごとが起こ 

った際は入居者同士で話し合い、必要があれば職員が仲裁に入る。 

・掃除やゴミ出しの分担はどうなっているのか？→掃除もゴミ出しも日替わりで順 

番制。週に 1回くらい回ってくる。 

 

【まとめ・謝辞】 

・GHの建物は昨年外壁の大規模修繕を行った。建物の内部も共有部から修繕してい 

く予定。 

・本会議は、年 1回ではあるが、地域の方から意見をいただける貴重な機会。来年度 

以降も続けていきたい。 

決定事項 

 

指示事項 
 

 


